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先
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学
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事
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／
幼
稚
園

医
療・出
産・産
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子
育
て
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P03–04

P05–06
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P09–10

P11–12

P13–14

P15

移
住
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
本
編
も

ぜ
ひ
と
も
一
緒
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
の
本
は
子
育
て
に
特
化
し
て
い
ま
す
。

定住促進アドバイザーが編集に参加‼

移住を決める上で知っておいてほしい

情報を掲載しています。子育て経験者

の実際の声がいろいろ詰まっています。

大
町
市
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
お
お
ま
ぴょん



「
将
来
美
麻
に
住
み
た
い

　
子
ど
も
ゼ
ロ
」
に
危
機
感

大
町
市
の
北
東
に
位
置
す
る
美
麻
地
区

は
、
平
成
大
合
併
の
波
を
受
け
て
旧
美
麻

村
か
ら
大
町
市
に
合
併
し
た
地
域
で
す
。

過
疎
や
自
治
体
消
滅
の
不
安
の
中
、
地

域
の
自
治
を
自
分
た
ち
の
手
で
と
「
美
麻

地
域
づ
く
り
会
議
」
と
い
う
住
民
自
治
組

織
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
地
域
経
営
の
役

割
と
と
も
に
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
教

育
に
お
い
て
も
、
当
時
文
科
省
が
推
進
し

た
、「
学
社
融
合
」
の
考
え
の
下
、
学
校
で

の
学
び
に
地
域
全
体
が
関
わ
ろ
う
と
い
う

動
き
が
進
み
ま
し
た
。

そ
の
頃
、
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
取
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
中
で
、
地
域
の
人

た
ち
の
お
尻
に
火
を
つ
け
た
も
の
が
「
将

来
美
麻
に
住
み
た
い
で
す
か
」
と
い
う
問

い
に
対
す
る
子
ど
も
た
ち
の
答
え
で
し
た
。

結
果
は
ゼ
ロ
人
。
そ
の
時
か
ら
地
域
づ
く

り
会
議
を
中
心
と
し
た
美
麻
の
人
た
ち
の

挑
戦
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。

美
麻
地
域
づ
く
り
会
議
と

　
　
　
　
　
　
美
麻
の
学
校

広
報
誌「
み
あ
さ
づ
く
り
通
信
」の
発
行

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ
イ
ト「
美
麻W

iki

」

の
運
営
、
地
区
内
の
電
話
帳
「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ブ
ッ
ク
ha
（
話
）
na
（
名
）

su（
住
）」
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
レ
ン
ダ

ー
の
発
行
、
集
い
の
場
と
し
て
の
「
美
麻

市い
ち

」
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
を
行
い
、
地

域
の
子
ど
も
た
ち
と
「
共
に
学
ぼ
う
」
と
、

時
間
割
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の

グ
ル
ー
プ
学
習
を
「
美
麻
市い
ち

民
科
」
と
し

て
、
住
民
参
加
の
授
業
支
援
が
始
ま
っ
た

の
が
、
平
成
23
年
で
し
た
。
大
学
教
授
な

ど
を
招
き
、
大
人
も
一
緒
に
学
び
、
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
は
地
域
の
人
か
ら
も
学
ぶ
授

長野県では、全県下の小中学校の「コミュニティスクール化」を
目標に取り組み、平成29年度にはほとんどの学校で運営が始まりました。
ここ大町市でも９校全てがコミュニティ・スクールに。
特に地域活動が盛んなここ大町市は、「おらが学校」の意識を持ち、
子どもたちの学びに積極的に関わる有志の方が多いのが自慢です。
地域全体で見守る環境や、大自然の中で “おおまち子育て”してみませんか？

市内で最初に取組みが始まった美麻小中学校を例に、その活動をご紹介します。

平
成
の
大
合
併
の
波
を
転
機
に

舵
を
切
っ
た「
美み

麻あ
さ

」の
学
校

※コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）
文部科学省が推進する地域とともにある学校運営の形。地域住民が学校運営に参画できるようにするために、地域の人たちで組織し、
学校運営に関することや教職員の任用に関することへの意見が可能な「学校運営協議会」を置く。「信州型」は長野県が推進。支援ボ
ランティアによる学習支援に力を入れ、「学校運営委員会」を置くのが特徴。

地域づくり会議と支
援ボランティア「支
援隊」、PTA…
みんなで植栽して完
成させた学校前広場
「合

がっこう

校の森」

地
域
が
育
て
る

　
　
お
お
ま
ち
っ
子
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業
の
中
で
、
地
域
の
宝
（
魅
力
）
を
共
に

再
発
見
し
な
が
ら
、
そ
の
情
報
発
信
ま
で

を
、
一
緒
に
行
っ
て
い
ま
す
。

学
社
融
合
か
ら

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
へ

美
麻
地
域
づ
く
り
会
議
と
美
麻
の
学
校
、

長
野
大
学
の
連
携
に
よ
る
地
域
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
同
時
に
始
ま
り
ま
し
た
。
平
成

25
年
に
は
、
そ
れ
ま
で
小
中
併
設
校
だ
っ

た
美
麻
の
学
校
は
、
小
中
一
貫
の
「
美
麻

小
中
学
校
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
。
翌
26
年

に
は
文
科
省
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
運
営
が
始
ま
り
ま
し
た
。

�

グ
ル
ー
プ
と
個
の
総
合
学
習

市い
ち
民
科
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
継
続
さ

れ
て
い
て
、
何
か
ら
始
め
れ
ば
良
い
か
迷

う
子
ど
も
が
お
ら
ず
、
す
ぐ
に
地
域
の
協

力
者
に
電
話
を
か
け
る
な
り
図
書
館
に
行

く
な
り
し
な
が
ら
学
ぶ
姿
が
あ
た
り
前
に

な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
好
き
な
こ
と
、

興
味
を
追
求
す
る〝
個
〟の
総
合
学
習「
夢

の
時
間
」
も
素
晴
ら
し
い
で
す
。�

恊
働
の
学
び

グ
ル
ー
プ
学
習
と
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ

ン
グ
（
能
動
的
学
習
法
）
を
取
り
入
れ
た

「
恊
働
の
学
び
」
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
力
を
高
め
て
い
ま
す
。
分
か
ら
な
い

こ
と
を
素
直
に
聞
け
る
、
人
の
話
を
ち
ゃ

ん
と
聞
い
て
い
る
子
ば
か
り
で
す
。
子
ど

も
た
ち
の
「
自
分
で
考
え
る
」
姿
、
先
生

の
研
究
熱
心
な
姿
に
も
感
動
し
ま
す
。�

海
外
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

隔
年
で
ア
メ
リ
カ
・
メ
ン
ド
シ
ー
ノ
の

姉
妹
校
と
行
き
来
す
る
交
換
留
学
。
小
学

生
で
親
元
を
離
れ
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
１
週

間
経
験
。
受
入
れ
年
に
は
地
域
の
一
般
家

庭
が
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
も
担
い
ま
す
。

外
国
人
に
も
抵
抗
感
が
な
く
、
こ
れ
を

機
に
み
ん
な
自
律
し
ま
す
。
大
変
だ
っ
た

出
来
事
で
も
子
ど
も
た
ち
に
は
成
長
の
糧

に
な
っ
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。�

�

ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
自
校
給
食

大
町
市
の
小
中
学
校
は
、
す
べ
て
自
校

給
食
で
、
子
ど
も
た
ち
に
も
好
評
で
す
。

美
麻
小
中
は
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
に
１
〜
９

年
生
（
中
３
）
が
集
ま
っ
て
食
べ
る
の
が

い
い
で
す
ね
。『
岩
魚
給
食
』
や
子
ど
も

た
ち
が
献
立
を
考
え
る
『
お
好
み
給
食
』

も
人
気
で
す
。�

�

年
齢
を
超
え
た
集
団
づ
く
り

上
級
生
が
下
級
生
を
気
遣
っ
て
お
り
、

一
方
で
下
級
生
は
上
級
生
を
尊
敬
し
て
い

る
と
感
じ
ま
す
。
全
校
合
唱
は
、
い
つ
聞

い
て
も
感
動
し
ま
す
。
学
校
が
ど
ん
ど
ん

良
く
変
わ
っ
て
来
て
い
る
こ
と
に
、
地
域

の
人
た
ち
が
気
が
つ
い
て
い
る
こ
と
が
素

晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。�

�

地
域
と
一
緒
に
元
気
ア
ッ
プ

公
民
館
と
合
同
で
体
づ
く
り
に
取
組
む

「
元
気
ア
ッ
プ
運
動
」
を
東
海
大
学
の
サ

ポ
ー
ト
を
受
け
て
続
け
て
お
り
、「
自
分

の
体
に
つ
い
て
目
標
を
持
っ
て
運
動
し
よ

う
と
い
う
意
識
が
育
っ
て
い
ま
す
。�

地域の大人と子ども
が、新たな特産品と
して「花豆」を再発
見し、企画から PR
までを一緒に考えて
作った「美麻の花豆
モンブラン」

地域有志「美麻岩魚倶楽部」が養殖し提供する
岩魚給食

美麻小中学校 学校支援コーディネーター
美麻地域づくり会議　会長

学校運営協議会を通して「声」が学校づくり
に取り入れられている実感がある。子どもや
先生たちの困りごとを、みんなで一緒に考え
る姿勢を持つことで先生たちも安心するので
はないか。学校周辺の自然を生かして、住民
講師が子どもたちを教えられるのも魅力。

国際感覚と自律を養うメンドシーノ交流

前川浩一さん（美麻大塩・平成５年移住）

美麻の学校の魅力を聞きました！
定
住
促
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

　
務
め
る
一
方
で

　
　
学
校
と
地
域
の

　
　
　
橋
渡
し
役
と
し
て

　
　
　
活
動
し
て
い
ま
す
。
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子
育
て
真
っ
最
中
の

　
　
パ
パ
さ
ん
で
す
！

山村留学発祥の地・八坂

農
家
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、

�

八
坂
・
美
麻
の
学
校
に
通
う

山
村
留
学
の
子
ど
も
た
ち
の
多
く
は
都

会
育
ち
で
す
。
親
元
を
離
れ
、
テ
レ
ビ
や

ゲ
ー
ム
な
ど
か
ら
も
離
れ
て
、
八
坂
・
美

麻
の
学
校
に
通
い
、
１
か
月
の
う
ち
約
半

分
を
セ
ン
タ
ー
で
、
も
う
半
分
を
農
家
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
ま
す
。
地
区
の
行
事
に

参
加
を
し
な
が
ら
農
体
験
や
伝
統
文
化
を

知
り
、
地
域
の
人
に
山
の
生
活
の
知
恵
を

学
ん
で
〝
困
難
を
自
分
の
力
で
も
乗
り
越

え
る
〟
た
く
ま
し
さ
を
育
て
ま
す
。

自
分
の
足
で
歩
き
、

　
　
　
自
然
の
中
で
遊
ぶ

セ
ン
タ
ー
か
ら
八
坂
小
ま
で
は
片
道
４

キ
ロ
、
八
坂
中
ま
で
は
片
道
５
キ
ロ
を
毎

日
往
復
し
ま
す
。
登
山
や
キ
ャ
ン
プ
、
冬

に
は
ス
キ
ー
を
体
験
。
炭
焼
き
や
太
鼓
な

ど
に
も
挑
戦
し
ま
す
。

「
耐
え
る
」
こ
と

　「
た
く
ま
し
さ
」
育
ん
で

農
作
業
は
自
分
た
ち
の
食
べ
る
物
を
作

る
苦
労
を
知
っ
て
欲
し
い
と
手
作
業
を
中

心
に
、
春
に
は
味
噌
玉
で
仕
込
む
自
家
製

味
噌
を
作
っ
て
１
年
間
食
べ
ま
す
。〝
当

た
り
前
に
あ
る
便
利
〟
に
気
づ
き
、
耐
え

る
経
験
も
積
ん
で
欲
し
い
と
、
自
然
の
厳

し
さ
も
あ
え
て
経
験
。
希
望
者
に
は
食
材

だ
け
を
持
参
し
て
、
電
気
や
ガ
ス
の
な
い

場
所
で
の
本
格
的
な
キ
ャ
ン
プ
や
、
雪
中

キ
ャ
ン
プ
も
企
画
す
る
そ
う
で
す
。

美麻地区同様、旧八坂村から大町市に合併した八坂地区は、
40年以上前に「山村留学」が始まった発祥の地です。
昭和43年に発足した「育てる会」が、青少年野外活動センター
「やまなみ山荘」の運営を旧八坂村で始めたのが昭和50年。
以来、累計で1,059人の都会の子どもたちを受け入れてきた
山村留学とともに歩んだ八坂の学校もまた、
地域の人たちが学校を見守る風土の色濃い地域です。

「育てる会」八坂・美麻学園って
　　　　　　　　　　　　どんなところ？ 歩いて学校へ通う八坂の子どもたち

育てる会八坂・美麻学園統括主任

宮城県で育ち、都会の大学に進学。
都会で暮らす子どもと田舎で育った子
どものギャップ大きさに驚くとともに、
帰省時にはふるさとの自然の素晴らし
さを実感。「子どもが育つにあたって
の自然体験の必要性は普遍的。子ども
たちに大切なことは何だろう？　そう
考えて、伝えていく仕事につきたいと
思った。山村留学での様々な体験を通
して、自然に湧き出る興味関心の中か
ら課題を見つけて欲しい。山留生活を、
個々の持ち味や光るものを引き出して
いく体験に」

山村留学について詳しくは、
公益財団法人 育てる会 HP へ

赤坂隆宏さん（平成15年移住）

※山村留学の入学先として八坂学園と美麻学園のどちらを選択するかで、ホームステイする場所と通学する学校が決まります。
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八
坂
小
学
校
で
の
学
び

木
を
生
か
し
た
内
装
の
校
舎
内
に
は
、

野
外
の
体
験
学
習
後
な
ど
に
入
る
こ
と
が

で
き
る
お
風
呂
が
あ
り
ま
す
。
小
学
５
年

の
コ
メ
作
り
学
習
で
は
、
水
路
の
管
理
か

ら
苗
づ
く
り
、
田
植
え
、
収
穫
ま
で
全
工

程
を
体
験
し
ま
す
。

少
人
数
な
の
で
、
あ
ま
り
積
極
的
で
な

い
子
も
一
度
は
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
を
任
さ

れ
る
機
会
が
あ
っ
た
り
、
年
齢
を
超
え
た

付
き
合
い
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
す
。

友
達
同
士
で
は
一
人
ひ
と
り
が
相
手
の
こ

と
を
よ
く
知
っ
て
い
る
た
め
、
関
係
が
ぎ

こ
ち
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

こ
か
ら
学
ぶ
人
間
関
係
も
あ
り
ま
す
。

先
生
も
家
庭
の
こ
と
を
理
解
し
た
上
で
、

子
ど
も
と
向
き
合
っ
て
く
れ
ま
す
。�

見
守
っ
て
く
れ
る
地
域

地
域
に
あ
る
史
跡
（
摩
崖
仏
や
崖
上
の

神
社
）
や
山
（
城
が
峰
や
大
姥
山
）
な
ど

に
遠
足
に
行
く
機
会
が
あ
り
、
地
域
を
見

る
目
が
広
が
り
ま
す
。
地
元
の
人
は
、
い

つ
も
子
ど
も
た
ち
を
気
に
し
て
声
を
掛
け
、

見
守
っ
て
い
ま
す
。
キ
ノ
コ
の
駒
打
ち
や

花
苗
づ
く
り
な
ど
小
学
校
行
事
の
手
伝
い

に
来
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
地
区

の
運
動
会
は
小
学
校
と
保
育
園
と
合
同
で
、

近
所
の
お
じ
ち
ゃ
ん
お
ば
ち
ゃ
ん
、
家
族
、

友
達
、
先
生
と
皆
で
参
加
し
交
流
し
ま
す
。

世
代
を
越
え
て
多
く
の
人
と
関
わ
り
ま
す
。

山
村
留
学
の
都
会
の
子
ど
も
た
ち
と
の

触
れ
合
い
は
、
子
ど
も
の
世
界
を
広
げ
ま

す
。
一
年
の
留
学
で
帰
る
子
も
い
ま
す
が
、

一
期
一
会
の
人
間
関
係
の
大
切
さ
を
学
び

ま
す
。�固

有
の
自
然
と
文
化

坂
の
多
い
八
坂
の
コ
メ
作
り
は
棚
田
で

行
い
ま
す
。
水
が
張
ら
れ
る
時
期
に
は
、

周
辺
の
山
々
や
谷
間
の
民
家
と
調
和
し
た

景
色
が
映
し
出
さ
れ
ま
す
。
コ
メ
作
り
学

習
を
し
た
子
ど
も
た
ち
は
心
強
い
助
っ
人

で
す
。
そ
の
他
に
も
、
小
学
校
で
は
伝
統

料
理
の
「
灰
焼
き
お
や
き
」
や
種
ま
き
か

ら
そ
ば
作
り
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

空
が
近
く
夜
は
星
が
き
れ
い
で
、
水
と

空
気
の
お
い
し
い
八
坂
で
は
、
子
ど
も
は

野
山
で
遊
び
ま
わ
り
、
山
菜
採
り
・
キ
ノ

コ
狩
り
・
キ
イ
チ
ゴ
摘
み
・
タ
ケ
ノ
コ
狩

り
な
ど
を
自
然
と
覚
え
ま
す
。
下
校
時
の

寄
り
道
は
ち
ょ
っ
と
し
た
冒
険
で
す
。
崖

の
上
を
歩
き
、
カ
モ
シ
カ
や
ニ
ホ
ン
ザ
ル

な
ど
と
出
く
わ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
大

人
か
ら
見
る
と
ハ
ラ
ハ
ラ
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
う
い
っ
た
体
験
か
ら
し
か
学
べ
な
い
も

の
を
子
ど
も
た
ち
は
得
て
い
き
ま
す
。�

鍛
え
ら
れ
る
通
学
路

八
坂
の
通
学
は
冒
険
の
場
で
あ
り
、
鍛

錬
の
場
で
あ
り
、
交
流
の
場
で
も
あ
り
ま

す
。
足
腰
が
強
く
な
り
ま
す
。
中
学
の
部

活
で
遅
く
な
り
、
暗
い
夜
道
を
一
人
で
帰

る
状
況
が
あ
り
、
地
域
と
し
て
も
心
配
だ

と
い
う
声
も
あ
り
、
冬
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス

を
出
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。�

ど
う
い
う
大
人
に
な
る
か

子
ど
も
た
ち
は
、
少
人
数
で
縦
割
り
の

人
間
関
係
や
、
地
域
の
大
人
た
ち
や
先
生

の
見
守
る
中
で
自
尊
心
を
育
み
、
自
分
も

他
人
も
大
切
に
す
る
人
へ
と
成
長
し
ま
す
。

自
然
の
中
で
遊
ぶ
こ
と
で
学
ん
だ
自
立

し
た
精
神
と
強
い
足
腰
が
子
ど
も
た
ち
の

根
っ
こ
と
な
り
、
強
く
優
し
く
生
き
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

地
域
と
自
然
を
生
か
し
た
子
育
て
を
す

る
に
は
、
少
し
面
倒
く
さ
い
け
れ
ど
も
楽

し
み
な
が
ら
か
か
わ
る
家
族
の
姿
勢
が
大

切
で
す
。�

市立大町北小学校
☎0261-23-0190

市立大町南小学校
☎0261-22-0521

市立大町西小学校
☎0261-22-0019

市立大町東小学校
☎0261-22-0611

小　
学　
校

市立八坂中学校
☎0261-26-2020

市立仁科台中学校
☎0261-22-1817

市立第一中学校
☎0261-22-1262

市立八坂小学校
☎0261-26-2010

中　
学　
校

小　
学　
校

市内の小中学校・義務教育学校９校

八
坂
・
美
麻
だ
け
で
な
く
、
大
町
は
子
ど
も
を
見

守
る
力
が
強
い
地
域
。
例
え
ば
「
西
小　
桜
の
木
を
守

る
会
」
の
人
た
ち
は
、
西
小
学
校
の
伝
統
あ
る
桜
並

木
の
保
全
を
担
い
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
仁
科
の
里
造
り
」
の
皆

さ
ん
は
、
子
ど
も
た
ち
に
農
体
験
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
他
に
も
団
体
・
個
人
に
関
わ
ら
ず
た
く
さ
ん
の

方
が
学
校
に
関
わ
り
、
授
業
で
教
え

る
住
民
講
師
が
増
え
て
い
ま
す
。
母

親
と
し
て
良
い
地
域
で
子
育
て
出
来

て
い
る
こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
。

市内の小中学校の通学区は大町市のホームページに掲載されています。→
美麻と八坂の小中学校は小規模特認校制度によって旧大町市（大町・平・
常盤・社）からの通学が可能となっています。ただし、八坂と美麻の間
での地域を越えての通学はできません。それぞれの学校に関する詳細は
以下に示すホームページにて確認することができます。

義
務
教
育
校

市立美麻小中学校
☎0261-29-2004

定住促進アドバイザー

川面�優さん
（平成25年八坂移住）

八
坂
の
移
住
者
の

生
の
声
を
集
め
ま
し
た
！

定住促進アドバイザー

中山亜輝子さん
（平成24年移住）

大町市の

子育て環境に詳しい

地方紙契約記者

子育
て経験者の

訪

問イ
ンタビューを実

施

仕
事は林業です。
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夏休みが短い！
春休みも冬休みも
特に長くない？
秋休みも今はない。
なんで？

全校自校給食です。
温かくておいしい
給食を食べることが
できます。
更に地元食材です！

大町市は囲碁のまち。
アルプス囲碁村会館
の囲碁教室は高校生
まで無料だって。さ
ぁ囲碁で英才教育！

３歳の息子が、よそ
では水を飲まなくな
りました。大町の水、
おいしすぎます。
だって湧水だから。

子どものアトピーが
治った。空気はきれ
いですが乾燥してい
るので、お肌のケア
は必ず！

北と南で積雪が
全然違う！
「お嫁に行くなら
電柱一本でも南へ！」
と言われるほど。

カモシカや
猿を普通に見かける。
山へ行けば雷鳥や
熊を見かけることも。

通学定期が高い‼
JR 高い‼… と
言っても地方の私鉄
よりは安い。

リレーとかマラソン
とか大好きな土地柄。
小学校のクラス単位
で松本や長野に遠征
して走っている。

地元っ子は意外に山
に登らない、スキー
もスケートもやらな
い。大人もだけど。

部活や習い事、友だ
ちの家で遊ぶにも…
送り迎えが大変。
車があった方が
圧倒的に便利です。

学校に塀がない。
どこからでも入れ�
ちゃうので驚いた。
変質者が少ないデー
ス！

家族の会話の時間が
ムチャクチャ
増えました。
外食のお店も田舎に
しては十分あります。

「
田
舎
で
子
育
て
」
の

　
夢
と
現
実
は
人
そ
れ
ぞ
れ

憧
れ
の
「
田
舎
で
子
育
て
」。
で
も
…
、

憧
れ
だ
け
で
突
っ
走
っ
て
い
い
の
？

転

園
や
転
校
は
？

心
配
が
つ
き
な
い
の
が
、

親
心
と
い
う
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

田
舎
は
自
然
が
豊
か
で
子
ど
も
が
自
由

に
走
り
回
れ
る
場
所
が
多
い
反
面
、
裏
を

返
せ
ば
、
そ
れ
だ
け
不
便
も
あ
る
と
い
う

こ
と
。
そ
れ
に
、
移
住
で
な
く
と
も
転
校

や
転
園
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
良
く
も
悪

く
も
ス
ト
レ
ス
に
な
る
も
の
で
す
。　

「
学
校
は
近
い
の
？
徒
歩
で
通
え
る
？
」

「
家
族
の
時
間
は
本
当
に
増
え
る
？
」

「
私
も
働
き
た
い
ん
だ
け
ど
、
保
育
園
の

競
争
率
っ
て
高
い
の
？
」

「
移
住
後
、
子
ど
も
た
ち
の
変
化
は
？
」

「
山
間
部
と
市
街
地
で
は
ど
ち
ら
が
良
い

の
？
」

先
輩
移
住
フ
ァ
ミ
リ
ー
た
ち
に
い
ろ
い

ろ
聞
い
て
み
ま
し
た
。

思
っ
て
い
た
通
り
の
こ
と
、
予
想
外
の

こ
と
な
ど
な
ど
、
経
験
者
が
か
ら
こ
そ
の

セ
キ
ラ
ラ
な
話
し
が
、
た
く
さ
ん
あ
る
も

の
で
す
。

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
き
ち
ん
と

考
え
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
に
ピ
ッ
タ
リ

な
タ
イ
ミ
ン
グ
や
地
域
を
選
ん
で
移
住
で

き
た
ら
い
い
で
す
ね
。

いまの仕事より

早く帰れて

家族の時間が

増えるといいな

子どもたちの
転園が心配実

際
の
住
み
心
地
を

齋
藤
さ
ん
に

聞
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

いろいろ聞きたい！

定住促進アドバイザー

梅田�敏男さん
（昭和57年移住）

ミ
ニ
コ
ミ
誌
で
発
信
中！

移
住
の
つ
ぶ
や
き
を
集
め
て

参加無料のイベント
や祭が多く、親子で
楽しめる。松本・安
曇野・白馬など近隣
含めると本当に沢山。

5



鎌
倉
の
自
然
の
中
で

　
野
外
保
育
に
携
わ
っ
た

齋
藤
さ
ん
一
家
は
、
神
奈
川
県
鎌
倉
市

か
ら
２
０
１
５
年
に
移
住
。
鎌
倉
は
野
外

保
育
の
盛
ん
な
土
地
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

近
く
に
は
な
か
っ
た
た
め
、
仲
間
と
立
ち

上
げ
た
と
言
い
ま
す
。
父
の
英
毅
さ
ん
は

「
色
彩
で
も
何
で
も
自
然
の
中
で
の
小
さ

い
う
ち
の
体
験
か
ら
は
、
大
き
な
こ
と
が

学
べ
る
と
思
う
。
日
々
の
環
境
と
し
て
た

だ
自
然
の
中
で
五
感
を
使
っ
て
過
ご
す
こ

と
で
し
か
得
ら
れ
な
い
〝
感
性
〟
を
育
て

ら
れ
た
ら
」
と
話
し
ま
す
。

体
験
ツ
ア
ー
に
参
加
し

　
　
美
麻
に
魅
せ
ら
れ
た

移
住
後
目
指
し
た
の
は
「
半
農
半
Ｘ
」

の
暮
ら
し
で
し
た
。
若
い
頃
か
ら
自
分
で

食
べ
る
も
の
を
自
分
で
作
る
暮
ら
し
が
し

た
か
っ
た
と
話
し
ま
す
。
そ
ん
な
一
家
は
、

長
野
へ
の
移
住
を
考
え
始
め
た
こ
ろ
、
大

町
市
の
「
冬
の
暮
ら
し
体
験
ツ
ア
ー
」
に

参
加
し
た
そ
う
で
す
。
当
初
、
雪
深
い
イ

メ
ー
ジ
の
大
町
市
は
視
野
に
な
か
っ
た
と

言
い
ま
す
が
、
実
際
の
冬
の
様
子
を
見
て
、

翌
春
の
移
住
ツ
ア
ー
に
も
参
加
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
に
立
ち
寄
っ
た

美
麻
地
区
や
美
麻
小
中
学
校
の
雰
囲
気
に

魅
せ
ら
れ
、
移
住
を
決
め
ま
し
た
。

本
好
き
な
女
の
子
に
成
長

実
際
に
美
麻
の
学
校
に
通
う
よ
う
に
な

る
と
、
絵
を
描
く
こ
と
が
好
き
な
咲
和
ち

ゃ
ん
は
本
が
大
好
き
な
女
の
子
に
成
長
し

ま
し
た
。「
本
音
は
も
っ
と
外
で
遊
ん
で

欲
し
い
」
と
曖
昧
な
笑
顔
の
英
毅
さ
ん
。

で
も
、
冬
に
は
親
子
で
ス
キ
ー
に
行
っ
た

り
、
夏
に
は
木
崎
湖
へ
泳
ぎ
に
い
く
こ
と

も
多
い
と
か
。
授
業
は
少
人
数
で
目
が
行

き
届
い
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
と
言
い
、

「
参
観
日
に
見
て
も
、よ
く
発
言
し
て
い
る
。

ま
た
、
中
３
ま
で
が
同
じ
学
校
。
こ
れ
だ

け
年
の
離
れ
た
子
ど
も
が
日
常
的
に
関
わ

る
環
境
は
な
か
な
か
な
い
こ
と
で
、
娘
も

９
年
生（
中
３
）に
憧
れ
た
り
、
よ
い
刺
激

を
受
け
て
い
る
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

不
便
だ
か
ら
学
べ
る
こ
と
も

「
学
校
は
勝
手
に
張
り
切
っ
て
行
く
も
の

だ
と
思
っ
て
い
た
」
と
英
毅
さ
ん
。
あ
る

朝
、
起
床
が
遅
い
咲
和
ち
ゃ
ん
を
急
か
さ

ず
そ
の
ま
ま
に
。
案
の
定
ス
ク
ー
ル
バ
ス

に
乗
り
遅
れ
、
父
と
と
も
に
約
１
時
間
の

道
の
り
を
歩
い
て
登
校
し
た
の
だ
と
か
。

「
乗
り
遅
れ
る
と
ど
う
な
る
か
知
っ
て
欲

し
か
っ
た
」
と
い
た
ず
ら
っ
子
の
よ
う
に

笑
い
ま
す
。
不
便
さ
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
多

い
も
の
。
こ
ん
な
余
裕
あ
る
育
児
ス
タ
イ

ル
も
田
舎
な
ら
で
は
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

鹿島槍ヶ岳の残雪と菜の花が美しい春の中山高原

英毅さんが「大好き」だという
美麻小藤からの棚田の絶景

平成27年移住
齋藤　英毅さん
　　　裕子さん
　　　咲和ちゃん

齋藤さんも登録している

“移住・定住協力店＆協力者制度”

話を聞けるお店や個人がリストされています。

大町市HP→

知識は後からでも大丈夫。
小さいうちは自然から〝大きなこと〟学んで欲しい
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親
と
子
ど
も

　
子
育
て
の
実
感

野
外
保
育
で
得
た
も
の

子
ど
も
が「
わ
っ
こ
ひ
ろ
ば
宙
」に
２
歳

か
ら
通
園
し
ま
し
た
。
先
生
が
言
っ
て
い

た
様
々
な
言
葉
の
中
で
よ
く
思
い
出
す
の

が
、「
自
分
で
遊
び
を
見
つ
け
る
（
作
れ

る
）
子
に
」。
外
・
中
両
方
で
た
く
さ
ん

遊
ん
で
過
ご
し
た
習
慣
か
ら
か
、
４
年
生

に
な
る
今
も
、
あ
り
あ
わ
せ
の
も
の
で
工

作
し
た
り
絵
本
を
作
る
の
が
好
き
で
、
畑

仕
事
も
楽
し
そ
う
に
し
て
い
ま
す
。
卒
園

し
て
か
ら
も
、
行
事
の
時
は
も
ち
ろ
ん
い

つ
で
も
遊
び
に
お
い
で
と
声
を
か
け
て
く

れ
、
ず
っ
と
楽
し
い
居
場
所
で
あ
り
続
け

て
く
れ
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

素
直
な
子
ど
も
が
多
い

大
町
市
の
子
ど
も
た
ち
の
印
象
は
「
す

れ
て
い
な
い
」
か
な
。
繁
華
街
が
な
い
、

甘
い
誘
惑
が
な
い
、
電
車
も
少
な
い
か
ら

家
に
帰
っ
て
く
る
し
か
な
い
。
そ
の
う
え
、

地
域
で
見
守
っ
て
く
れ
る
。
こ
こ
に
は
相

談
に
の
っ
て
く
れ
る
大
人
が
大
勢
い
る
の

が
親
と
し
て
は
心
強
い
で
す
ね
。

自
然
を
常
に
感
じ
ら
れ
る
地
域
だ
か
ら

自
然
か
ら
四
季
を
感
じ
る
心
が
育
ち
ま
す
。

う
ち
の
子
は
、
大
町
の
外
に
出
て
初
め
て
、

そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
し
た
よ
う
で
す
。

私
は
読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し

て
い
て
、
南
小
と
仁
科
台
中
で
授
業
が
始

ま
る
前
の
「
朝
の
読
書
の
時
間
」
に
、
ほ

ぼ
毎
週
、
朗
読
を
行
っ
て
ま
す
。
読
む
本

の
総
数
は
６
年
間
で
８０
冊
に
も
な
り
ま
す
。

図
書
館
の
呼
び
か
け
で
始
ま
っ
た
活
動

で
、
読
み
聞
か
せ
の
団
体
は
、
市
内
に
８

団
体
あ
り
、
勉
強
会
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

各
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
学
校
を
担

当
し
て
い
ま
す
。

大
町
市
の
子
ど
も
た
ち
は
と
て
も
素
直
。

反
応
が
し
っ
か
り
返
っ
て
き
ま
す
。
集
中

し
て
聞
い
て
く
れ
る
の
が
嬉
し
い
で
す
ね
。

入
園
前
な
ら
親
子
教
室
へ

保
育
園
・
幼
稚
園
入
園
前
の
乳
幼
児
と
、

そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た「
親
子
教
室
」

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
公
民
館
な
ど
で

年
間
を
通
し
て
開
か
れ
て
い
ま
す
。
親
子

の
ふ
れ
あ
い
の
時
間
と
し
て
、
ま
た
、
孤

独
に
な
り
が
ち
な
乳
幼
児
子
育
て
中
の
交

流
の
場
と
し
て
、
人
気
の
講
座
で
す
。

地
域
に
よ
り
、
保
育
園
と
の
交
流
な
ど

特
色
も
違
い
、
他
地
域
か
ら
参
加
可
能
な

講
座
や
、
登
録
不
要
の
講
座
も
あ
り
ま
す
。

何
も
な
く
て
も
楽
し
め
る

子
育
て
し
て
い
て
思
う
の
が
、「
大
町
で

は
レ
ジ
ャ
ー
は
お
金
や
手
間
を
か
け
な
く

て
も
楽
し
め
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
近

く
の
公
園
で
も
緑
は
多
い
し
、
眺
め
も
抜

群
。
簡
単
な
お
弁
当
（
面
倒
な
時
は
ス
ー

パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
で
調
達
！
）
を
持
っ
て

行
け
ば
、
そ
れ
だ
け
で
最
高
の
レ
ジ
ャ
ー

に
な
り
ま
す
。
家
の
庭
で
花
見
や
お
弁
当

を
食
べ
た
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
。

息
子
は
い
つ
も
、
そ
ん
な
お
金
の
か
か

ら
な
い
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

公
園
が
大
好
き
だ
っ
た
イ
ヤ
イ
ヤ
期
に
は
、

「
山
に
太
陽
が
あ
る
か
ら
夕
方
。
ま
だ
帰

り
た
く
な
い
」
と
泣
く
息
子
の
姿
を
見
て
、

自
然
と
と
も
に
育
ち
、
自
然
か
ら
の
情
報

の
読
み
取
り
方
を
実
体
験
か
ら
身
に
つ
け

て
い
く
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
に
、
都
会
育

ち
の
私
は
感
動
し
た
も
の
で
す
。

そ
の
息
子
も
早
、
６
歳
。
昨
夏
、
東
京

ま
で
戦
隊
シ
ョ
ー
を
見
に
行
っ
た
の
で
す

が
、
駐
車
場
も
な
に
も
か
も
に
コ
ス
ト
が

か
か
る
こ
と
か
か
る
こ
と
（
驚
）。「
都
会

は
金
が
全
て
か
」
と
、
逆
カ
ル
チ
ャ
ー
シ

ョ
ッ
ク
を
受
け
ま
し
た
。

た
だ
、
息
子
は
初
の
都
会
に
大
喜
び
。

そ
し
て
「
ど
う
し
て
東
京
に
は
山
が
な
い

の
？
夕
方
が
分
か
ら
な
い
よ
」
と
（
笑
）。

自
然
の
良
さ
を
ち
ゃ
ん
と
認
識
す
る
た
め

に
も
、
息
子
に
は
た
ま
に
都
会
の
空
気
に

も
触
れ
さ
せ
て
あ
げ
た
い

な
、
と
も
思
い
ま
し
た
。

同
じ
市
内
で
も
気
象
も

人
柄
も
地
域
差
あ
り
。

事
前
調
査
が
大
事
で
す
。

子
育
て
が
一
段
落
し
た

都
会
か
ら
の
お
嫁
入
り
主
婦

自
給
自
足
な
生
活
を
実
践
中

春から秋は米作りと農業指導。冬は杜氏です。

子
育
て
し
な
が
ら

大
町
の
魅
力
発
掘
に
励
む
主
婦

定住促進アドバイザー

八木�真紀子さん
（平成17年移住）

まだまだ

聞きたい

高校への進学

親子教室
大町公民館（☎22-9988） すくすく広場
社 公民館（☎22-0378） なかよし広場
常盤公民館（☎22-0321） ともだち広場
平 公民館（☎22-0694） ひよこクラブ
八坂公民館（☎26-2380） すこやか広場
美麻公民館（☎29-2311）
� パンダクラブ（１歳以上）
� コアラクラブ（１歳未満児）

田
舎
の
子
育
て
で
良
か
っ
た
こ
と
は
、

勉
強
だ
け
に
追
わ
れ
ず
に
済
ん
だ
事
か
な
。

こ
っ
ち
は
の
ん
び
り
し
て
い
る
か
ら
ね
。

こ
こ
で
育
っ

た
子
は
都
会

へ
の
憧
れ
が

あ
る
み
た
い
。

前・定住促進アドバイザー

山本�晃司さん
（平成９年移住）

心
配
ご
と
は
定
住
促
進

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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通学の事情

長
野
県
で
は
公
立
高
校
は
約
80
校
、
私
立
高
校
は
約
15
校
で
、
部
活
や

特
色
あ
る
専
攻
を
選
ぶ
た
め
に
私
立
を
選
ぶ
人
も
い
ま
す
。
大
町
市
の
高

校
生
は
、
市
内
の
大
町
岳
陽
高
校
の
ほ
か
、
白
馬
村
、
池
田
町
、
安
曇
野

市
、
松
本
市
の
高
校
に
も
通
っ
て
い
ま
す
。
松
本
ま
で
は
電
車
で
約
一
時

間
。
多
く
の
進
学
校
や
職
業
高
校
も
あ
る
た
め
、
松
本
方
面
へ
通
学
す
る

生
徒
も
多
い
で
す
。
そ
の
場
合
、
特
に
八
坂
・
美
麻
地
域
は
、
バ
ス
の
事

情
で
駅
ま
で
保
護
者
の
送
迎
が
必
要
に
な
り
、
あ
ら
か
じ
め
考
慮
し
て
お

く
こ
と
も
必
要
で
す
。

大
町
市
の
近
隣
地
域
で
は
、
職
業
高
校
（
工
業
・
農
業
・
商
業
）
へ
の

進
学
も
人
気
で
、
地
域
や
企
業
と
の
交
流
や
盛
ん
な
部
活
動
、
高
い
就
職

率
も
あ
り
、
推
薦
で
大
学
進
学
す
る
生
徒
も
い
ま
す
。
ま
た
、
高
等
専
門

学
校
や
看
護
科
な
ど
特
殊
な
専
攻
科
の
あ
る
学
校
は
遠
い
地
域
に
あ
る
の

で
下
宿
す
る
人
も
い
ま
す
。

近隣の高等学校と設置学科 
（北安曇郡、大町市、安曇野市、松本市の高校 + 国立高等専門学校）

大 町 市：大町岳陽高校（普通・学究） 
普通｜２年生は理系、文系、教養の３コース、 
　　　３年生は理系、医療看護、文系、教養の４コース 
学究｜２年生から自然科学、人文科学の２コース

白 馬 村：白馬高校（普通、国際観光）
池 田 町：池田工業高校（全日制：機械、電気・情報システム、建築｜定時制：普通）
安曇野市：明科高校（普通） 

豊科高校（普通） 
南安曇農業高校（グリーンサイエンス、環境クリエイト、生物工学） 
穂高商業高校（商業、情報マネジメント）

松 本 市：梓川高校（普通） 
松本工業高校（機械、電気、電子工業） 
松本県ケ丘高校（普通、自然探究、国際探究） 
松本美須々ケ丘高校（普通） 
松本深志高校（普通） 
松本蟻ケ崎高校（普通） 
松本筑摩高校（多部制：普通、通信制：普通）

松 本 市：エクセラン高校（普通、美術、福祉） 
松本国際高校（普通、環境福祉、マンガアニメ、WEB クリエーター） 
松商学園高校（普通、商業） 
松本第一高校（普通、食物）

長 野 市：長野高専（機械、電気電子、電子制御、電子情報、環境都市）

特別支援学校
池 田 町：安曇養護学校
松 本 市：松本盲学校 

松本ろう学校

高校への進学

子
ど
も
た
ち
の
通
学
事
情

広
い
大
町
市
。
通
学
距
離
も
お
の
ず

と
遠
く
な
り
ま
す
。

八
坂
地
区
は
徒
歩
が
基
本
で
す
が
、

国
道
19
号
沿
い
の
地
域
は
遠
過
ぎ
る
た

め
、
小
学
校
近
く
の
八
坂
支
所
ま
で
バ

ス
を
利
用
し
ま
す
。

美
麻
地
区
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
運
行

し
て
い
ま
す
の
で
、
家
か
ら
バ
ス
停
ま

で
歩
く
だ
け
で
済
み
ま
す
。
唯
一
の
例

外
は
山
村
留
学
生
で
美
麻
小
中
に
通
う

子
ど
も
た
ち
。
バ
ス
停
か
ら
山
留
セ
ン

タ
ー
ま
で
の
1.5
㎞
を
歩
き
ま
す
。

東
小
は
社
地
区
南
部
の
み
バ
ス
通
学
。

西
小
は
市
街
地
に
あ
り
、
学
区
は
す

べ
て
徒
歩
通
学
で
す
。

南
小
の
学
区
は
南
北
８
㎞
の
広
さ
で

す
が
、
全
員
が
徒
歩
通
学
。
片
道
４
㎞

以
上
、
約
１
時
間
歩
く
子
も
い
ま
す
。

北
小
の
学
区
は
広
大
で
す
。
東
回
り
、

西
回
り
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
あ
り
、
東

回
り
は
白
馬
村
境
の
青
木
湖
北
端
ま
で
。

西
回
り
は
大
町
温
泉
郷
を
経
て
、
爺
ガ

岳
ス
キ
ー
場
の
先
ま
で
走
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
市
の
西
部
の
別
荘
地
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
博
物
館
方
面
の
子
ど
も
は
路
線
バ

ス
を
利
用
し
ま
す
。

中
学
生
に
な
る
と
自
転
車
通
学
が
認

め
ら
れ
ま
す
。

木
崎
湖
よ
り
北
、
信
濃
常
盤
駅
よ
り

南
の
エ
リ
ア
は
、
電
車
通
学
と
な
り
ま

す
。
通
学
定
期
券
は
教
育
委
員
会
か
ら

支
給
さ
れ
、
個
人
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

社
地
区
南
部
の
仁
科
神
明
宮
方
面
と
、

平
地
区
西
部
の
上
原
方
面
は
、
中
学
生

に
な
る
と
路
線
バ
ス
を
利
用
し
ま
す
。

さ
ら
に
爺
ガ
岳
ス
キ
ー
場
方
面
は
、
朝

だ
け
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
、
帰
り
は
タ
ク

シ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

交
通
機
関
の
料
金
は
教
育
委
員
会
が
負

担
し
ま
す
。

話
だ
け
聞

く
と
大
変
そ

う
で
す
が
、
歴
代
の
子
ど
も
た
ち
が
通

っ
て
き
た
道
で
す
。

雪
が
積
も
っ
て
い
る
と
き
な
ど
は
、

徒
歩
や
自
転
車
は
危
険
な
の
で
、
親
が

車
で
送
迎
す
る
の
を
良
く
見
か
け
ま
す
。

実
は
大
変
な
の
は
部
活

本
当
に
手
間
な
の
は
、
日
々
の
通
学

で
は
な
く
、
部
活
動
の
送
迎
で
す
。
大

会
と
も
な
れ
ば
、
県
内
で
も
片
道
２
時

間
の
移
動
は
珍
し
く
な
く
、
北
信
越
や

東
海
の
大
会
と
も
な
れ
ば
、
金
沢
や
名

古
屋
に
だ
っ
て
遠
征
し
ま
す
。

子
育
て
を
終
え
た
方
に
聞
く
と
、
部

活
の
送
迎
は
大
変
だ
っ
た
と
皆
さ
ん
口

を
揃
え
ま
す
。
し
か
し
、
辛
さ
を
愚
痴

る
わ
け
で
は
な
く
、
忙
し
か
っ
た
け
れ

ど
、
子
ど
も
と
の
充
実
し
た
日
々
を
共

有
で
き
た
こ
と
を
素
直
に
喜
ん
で
い
る

様
子
で
し
た
。

高
校
生
に
な
っ
て
部
活
動
を
始
め
る

と
、
ほ
と
ん
ど
親
の
送
り
迎
え
が
必
須

と
な
り
ま
す
。
親
に
は
負
担
と
な
り
ま

す
が
、
子
ど
も
に
は
「
親
に
感
謝
す
る

気
持
ち
が
育
つ
」
と
言
う
良
い
面
も
あ

り
ま
す
。

県立

私立

国立

県立
子どもたちは、個性に合わせてそれぞれの道を

選んでいます。一方で地方の小都市ながら

しっかりと進学実績もあります。

田舎の通学事情は、都会のそれとは大きく異なります。

ラッシュアワーの満員電車や交通渋滞は無いけれど

学校がやたら遠かったり、公共交通手段がなかったり。

それでも子どもたちは、各地域で元気に通っているのです。
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全
国
レ
ベ
ル
で
活
躍
す
る
ク
ラ
ブ・団
体

大
町
市
は
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
？�

凄
い
子
た
ち
が
ぞ
く
ぞ
く
と
誕
生
中

体
操
／
ジ
ム
・
ネ
ッ
ト
体
操
教
室

平
成
29
年
全
国
中
学
校
体
育
大
会
に
お
い
て
大
町

第
一
中
学
が
体
操
の
女
子
団
体
で
全
国
２
位
（
平
成

27
・
2８
年
は
２
年
連
続
全
国
３
位
！
）。
躍
進
の
原

動
力
で
あ
る
３
選
手
が
所
属
し
、
練
習
を
し
て
い
る

の
が
ジ
ム
・
ネ
ッ
ト
体
操
教
室
。
自
前
の
施
設
を
も

つ
体
操
教
室
は
県
内
で
唯
一
と
の
こ
と
。

幼
児
対
象
の
ク
ラ
ス
か
ら
全
国
を
目
指
す
ク
ラ
ス

ま
で
成
長
に
応
じ
て
選
択
で
き
る
ク
ラ
ス
編
成
で
、

全
国
レ
ベ
ル
の
成
績
と
体
操
の
裾
野
拡
大
の
二
兎
を

敢
え
て
追
い
求
め
て
い
る
教
室
で
す
。

空
手
／
剛
柔
流
剛
誠
館

平
成
29
年
の
え
ひ
め
国
体
・
空
手
女
子
形
の
部
で

剛
誠
館
出
身
の
田
中
美
佐
稀
さ
ん
が
優
勝
、
宇
海
水

稀
さ
ん
が
３
位
。
宇
海
さ
ん
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
３
連

覇
を
含
む
高
校
７
冠
も
達
成
。
東
京
五
輪
か
ら
正
式

種
目
と
な
る
空
手
で
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
3８
年

の
歴
史
を
持
つ
剛
誠
館
は
、
メ
ン
バ
ー
2８
人
の
半
数

以
上
が
黒
帯
で
、
小
中
学
生
で
も
全
国
大
会
に
進
む

選
手
が
何
人
も
。
さ
ぞ
厳
し
い
練
習
を
と
思
わ
れ
ま

す
が
、
驚
く
ほ
ど
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
も
の
。
館

長
の
遠
山
現
賢
さ
ん
と
コ
ー
チ
た
ち
が
礼
節
は
し
っ

か
り
守
り
な
が
ら
、
人
格
的
に
も
優
れ
た
武
道
家
と

な
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。

書
道
／
信
濃
書
写
教
室

全
国
規
模
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
み
に
応
募
し
な
が
ら
、

内
閣
総
理
大
臣
賞
や
文
部
科
学
大
臣
賞
な
ど
最
上
位

の
受
賞
者
を
2０
年
で
延
べ
2０
名
以
上
送
り
出
し
て
い

る
実
力
派
教
室
。
礼
儀
を
重
ん
じ
る
指
導
方
針
の
下
、

美
し
い
字
を
身
に
つ
け
よ
う
と
多
く
の
子
ど
も
た
ち

が
学
ん
で
い
ま
す
。
平
成
29
年
度
に
は
仁
科
台
中
３

年
の
平
林
遥
さ
ん
が
全
国
硬
筆
コ
ン
ク
ー
ル
で
中
学

の
部
最
高
賞
の
文
部
科
学
大
臣
賞
、
さ
ら
に
全
国
学

生
書
写
書
道
展
、
高
円
宮
杯
日
本
武
道
館
書
写
書
道

大
展
覧
会
で
も
上
位
入
賞
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

水
泳
／
大
町
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

競
技
人
口
の
多
い
日
本
の
水
泳
界
で
成
績
上
位
に

入
る
の
は
並
大
抵
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
状
況
で

こ
の
ス
ク
ー
ル
は
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
成
果
を
挙
げ
続

け
て
い
ま
す
。
施
設
の
玄
関
に
は
賞
状
が
壁
一
面
に
。

最
近
で
は
塩
入
龍
斗
さ
ん
が
男
子
5０
ｍ
平
泳
ぎ
で
短

水
路
日
本
高
校
新
記
録
、
平
成
3０
年
の
全
国
Ｊ
Ｏ
Ｃ

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
春
季
大
会
に
は
３

人
選
出
、
男
子
5０
ｍ
平
泳
ぎ
で
近
江
ハ
リ
ー
さ
ん
が

３
位
獲
得
。
ま
た
、
ク
ラ
ブ
も
同
大
会
へ
の
1０
年
連

続
出
場
に
よ
り
優
秀
ク
ラ
ブ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
が
伸
び
る
秘
密
と
は

な
ぜ
大
町
市
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
全
国

レ
ベ
ル
で
活
躍
す
る
子
が
出
て
く
る
の
か
、

各
ス
ク
ー
ル
の
指
導
者
に
伺
い
ま
し
た
。

大
町
ス
イ
ミ
ン
グ
の
近
江
コ
ー
チ
は
、

『
人
数
が
少
な
い
か
ら
一
人
ひ
と
り
に
丁

寧
に
指
導
で
き
る
点
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
自
分
が
決
め
た
一
つ
の
こ
と
を
コ

ツ
コ
ツ
と
最
後
ま
で
や
り
抜
く
力
を
大
町

市
の
子
ど
も
た
ち
は
持
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。』
と
語
り
ま
す
。

信
濃
書
写
教
室
の
峰
村
先
生
は
加
え
て
、

『
子
ど
も
た
ち
は
結
果
を
出
し
た
こ
と
を

褒
め
て
も
ら
う
と
す
ご
く
喜
ぶ
ん
で
す
。

こ
の
町
は
周
り
の
大
人
が
子
ど
も
の
こ
と

を
良
く
知
っ
て
い
る
の
で
、
新
聞
等
に
受

賞
が
載
る
と
、
電
話
や
声
掛
け
を
し
て
く

れ
ま
す
。
そ
れ
で
本
人
た
ち
は
気
を
良
く

し
て
、
も
う
ち
ょ
っ
と
頑
張
ろ
う
っ
て
気

に
な
る
。
そ
う
や
っ
て
長
く
続
け
る
こ
と

が
力
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。』

剛
誠
館
の
遠
山
館
長
も
子
ど
も
た
ち
の

自
尊
心
を
く
す
ぐ
り
な
が
ら
、
正
当
に
評

価
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
説
き
ま
す
。

『
道
場
は
完
全
に
実
力
の
世
界
で
す
。
年

齢
に
関
係
な
く
上
段
者
が
敬
意
を
も
っ
て

処
遇
さ
れ
ま
す
。
す
る
と
子
ど
も
た
ち
も

誇
ら
し
く
、
も
っ
と
頑
張
ろ
う
と
い
う
気

持
ち
に
な
る
。
そ
う
し
て
成
長
し
た
子
は

人
間
的
に
も
立
派
で
す
。
そ
し
て
そ
の
子

が
さ
ら
に
下
の
世
代
を
育
て
ま
す
。』

ジ
ム
・
ネ
ッ
ト
の
甘
利
代
表
の
言
葉
が

象
徴
的
で
す
。『
私
は
、こ
の
環
境
を
ど
う

し
て
も
子
ど
も
た
ち
に
用
意
し
て
あ
げ
た

か
っ
た
。だ
か
ら
、い
ろ
い
ろ
大
変
だ
け
ど

頑
張
っ
て
教
室
を
続
け
ま
す
。』
─
子
ど

も
の
活
躍
を
大
人
た
ち
が
支
え
て
い
ま
す
。

小
地
方
都
市
に
も
か
か
わ
ら
ず
大
町
市
の
子
ど
も
た
ち
が
躍
進
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
は
熱
意
あ
る
指
導
者
と
努
力
を
続
け
る
子
ど
も
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

ほ
ん
の
一
部
だ
け
で
す
が
、
最
近
の
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。
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◉
体
育
協
会
で
情
報
が
得
ら
れ
る
団
体
一
覧

大
町
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

身
近
な
地
域
で
、
年
代
・
性
別
・
技
術
レ
ベ

ル
に
関
係
な
く
誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
、
住

民
が
主
体
的
に
運
営
す
る
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
の
一
つ
で
、
大
町
市
体
育
協
会
の
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局
が
窓
口
。
複
数
種
目
が

あ
り
ま
す
が
、
申
込
み
お
よ
び
年
会
費
納
入
は

一
括
で
行
い
ま
す
。

⿠
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

⿠
陸
上
競
技

⿠
硬
式
テ
ニ
ス

⿠
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

⿠
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

⿠
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

⿠
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
（
男
子
）

⿠
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
（
女
子
）

ジ
ュ
ニ
ア
の
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
も
二
つ
あ
り
ま
す
。

・
ス
キ
ー
チ
ー
ム
大
町
（
Ｓ・Ｔ・Ｏ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鹿
島
槍
ス
キ
ー
場
）

・
蓮
華
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
（
爺
ガ
岳
ス
キ
ー
場
）

☎︎
０
２
６
１・２
２・７
６
５
８

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
リ
ス
ト
で
す
。

申
込
み
は
個
々
の
団
体
に
行
い
ま
す
。

⿠
大
町
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

⿠
女
子
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
FC
大
町
タ
フ
ィ
タ 

プ
チ
タ
フ
ィ
タ
（
小
学
生
） 

タ
フ
ィ
タ
Ｕ
ー
15
（
中
学
生
）

⿠
大
町
リ
ト
ル
リ
ー
グ 

ジ
ュ
ニ
ア
（
幼
児
〜
小
３
） 

マ
イ
ナ
ー
（
小
３
〜
小
５
） 

リ
ト
ル
（
小
５
〜
中
１
）

⿠
大
町
市
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ

⿠
日
本
空
手
道
剛
誠
館
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

⿠
常
盤
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

⿠
常
盤
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

⿠
八
坂
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
サ
ッ
カ
ー
）

※
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
詳
細
は
、
体
育
協
会
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

大
町
市
の
習
い
ご
と
事
情

多
彩
な
選
択
肢
と
恵
ま
れ
た
施
設

昔
か
ら
市
民
活
動
が
盛
ん
な
大
町
市

で
の
習
い
事
は
、
文
科
系
、
ス
ポ
ー
ツ

系
を
問
わ
ず
多
種
多
様
で
す
。

大
町
市
教
育
委
員
会
の
生
涯
学
習
課

に
登
録
さ
れ
た
サ
ー
ク
ル
や
グ
ル
ー
プ

は
280
余
り
。
一
覧
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
。

ダ
ン
ス
や
バ
レ
エ
、
そ
の
他
の
文
科

系
サ
ー
ク
ル
の
情
報
は
生
涯
学
習
課
へ
。

市
内
に
七
つ
あ
る
公
民
館
・
文
化
会
館

で
も
多
彩
な
講
座
を
開
催
し
て
い
て
、

会
員
募
集
チ
ラ
シ
等
も
得
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
主
な
も
の

は
体
育
協
会
が
窓
口
で
す
。

も
う
一
つ
の
利
点
は
、
施
設
が
充
実

し
て
い
る
こ
と
で
す
。
市
に
団
体
登
録

を
す
る
と
、
文
化
会
館
や
総
合
体
育
館

な
ど
の
本
格
的
な
施
設
を
低
価
格
で
借

り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り

ス
タ
ジ
オ
借
用
料
な
ど
の
経
費
の
心
配

が
低
減
し
ま
す
。
加
え
て
予
約
の
競
合

も
少
な
め
。
そ
の
結
果
、
落
ち
着
い
て

「
学
び
」が
で
き
る
環
境
が
得
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、「
大
町
流
鏑
馬
太
鼓
」「
源
流

美
麻
太
鼓
」「
八
坂
青
竜
太
鼓
」
な
ど

の
和
太
鼓
チ
ー
ム
や
地
域
の
お
囃
子
連

で
伝
統
芸
能
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の

も
大
町
市
の
特
長
で
す
。

そ
の
ほ
か
、進
学
塾
や
音
楽
、書
道
な

ど
の
民
間
教
室
も
揃
っ
て
い
ま
す
。
市

内
の
博
物
館
な
ど
に
も
自
然
・
科
学
の

学
び
組
織
が
あ
り
、
子
ど
も
向
け
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

バドミントン｜大町キッズ
リオ五輪女子シングルスで銅メダル獲得の

奥原希望さんも所属していたのが大町キッズ
です。「楽しくバドミントンができてよかった。
友達と楽しい時間を過ごせていい思い出にな
っています」と当時を振返ります。現在でも
年末に帰省の折にはクラブを訪問し、子ども
たちと交流しているそうです。
代表の降旗克己さんは「子どもたちが楽し

くバドミントンできるよう指導しています」
と語ってくれました。

中
学
ま
で
大
町
市
で
育
っ
て
良
か
っ
た
こ
と
は
、

な
ん
と
い
っ
て
も
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
出
会
え
た
こ
と
。

何
よ
り
一
番
う
れ
し
か
っ
た
。

最
初
か
ら
こ
う
な
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
け
ど
、

途
中
か
ら
は
本
気
で
苦
し
い
練
習
を
重
ね
て
き
た
。

大
町
北
高
校
で
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
や

親
、
兄
弟
、
一
緒
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
し
た
仲
間
、

み
ん
な
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

大
町
市
は
、
山
が
き
れ
い
。

自
然
が
あ
っ
て
広
々
し
た
と
こ
ろ
が
気
に
入
っ
て
ま
す
。

と
て
も
い
い
と
こ
ろ
で
す
。

バドミントン女子シングルス

奥原希望選手のふるさと！

選
択
肢
が
多
い
と
、
自
分
に

合
う
も
の
を
探
す
の
も
大
変
で

す
が
、
大
町
市
に
は
キ

ッ
ズ
デ
イ
と
い
う
小
学

生
向
け
の
素
敵
な
イ
ベ

ン
ト
が
あ
り
ま
す
。「
キ

ッ
ズ
デ
イ
・
サ
マ
ー
」は

夏
休
み
中
に
開
催
さ

れ
、
子
ど
も
た
ち
は
、

運
動
か
ら
芸
術
ま
で
3０

種
以
上
も
の
講
座
の
中

か
ら
好
き
な
講
座
を
選

び
、
丸
２
日
間
を
思
い
き
り
楽

し
み
ま
す
。
午
前
と
午
後
そ
れ

ぞ
れ
２
日
で
合
計
４
種
類
の
講

座
が
体
験
可
能
。
講
師
は
そ
の

趣
旨
に
賛
同
し
て
集
ま

っ
た
各
分
野
の
地
元
専

門
家
た
ち
。
募
集
人
員

は
200
人
で
す
が
定
員
が

す
ぐ
に
埋
ま
る
人
気
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
日
中
、

子
ど
も
た
ち
が
講
座
を

楽
し
ん
で
い
る
間
、
親

は
移
住
の
下
調
べ
に
出

掛
け
れ
ば
、
親
子
そ
れ

ぞ
れ
で
大
町
市
を
深
く
知
る
事

が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

前定住促進アドバイザー
竹花�聡さん（平成16年移住）

子ども対象の行事予定チェックには
年４回発行される子ども・親子向け情報誌

「がったつうしん」がイベント情報収集には
便利です。市役所ホームページからご覧いた
だけます。

こ
の
見
開
き
の 

編
集
担
当
で
す
。

割
引
券
も
つ
い
て
ま
す
。

印
刷
と
ウ
ェ
ブ
の 

自
営
業
で
す
。

https://kidsday.jp

小学生のパパとママが作った
子どもの可能性を広げるイベント
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え
っ
、
仕
事
な
く
て
も

預
け
ら
れ
る
ん
だ

保育園の施設名と提供サービス一覧
定 員
（ 人 ）

長時間
保 育

未満児
保 育

土 曜 
保 育

一 時 
保 育

はなのき（大町若宮） 150 ○ ○ ○ ○

あすなろ（常盤清水） 180 ○ ○ ○ ○

しらかば（平白樺） 60 ○ ○ ― ○※２

どんぐり（社山下） 60 ○ ○ ― ○※２

たけのこ（八坂大平） 45 ○ ○※１ ― ○※２

みあさ（美麻二重） 45 ○ ○※１ ― ○※２

くるみ（大町栄） 110 ○ ○ ○ ○

かえで（大町相生町） 休園中 ― ― ― ―

※１：１歳６か月〜　※２：土曜日を除く

待機児童ゼロ！？どこにする？
大町市の「保活」事情

❖保育園❖
７つの市立保育園があります。市内ならどの園で
も選べるので、各家庭の事情に合わせて対応。ただ
し、入所希望の園が申し込み多数の場合、他園に変
更になる場合もあります。

八坂・美麻にお住まいで、
幼稚園に通園できない３歳
以上の子どもに限り、保育
園入園要件を満たしていな
くてもお住まい地域の保育
園が利用できます。詳細は
大町市子育て支援課児童係
にお問い合わせください。

市のホームページで「保育園ガ
イド」を閲覧およびダウンロード
することができます。入園の基準
や手続きが詳細に記載されていま
すので、ご一読されることをお勧
めします。

少人数の
保育園も
オススメ

野外保育でも
案外働けるわよ

これから仕事
探すんだけど、それ

でも保育園入れ
られるかな

幼稚園も、こども園
になったから、働く
ママでも大丈夫よ。

大町市子育て支援課
☎︎ 0261-22-0420

「保育園ガイド」

自然派先輩ママ Y 美
小学３年を筆頭に
３人育児中

教育ママ A 子
生まれも育ちも
生粋の大町っ子
長女４歳

移住したてママ S 代
２歳の長男の保活を始めたばかり

（特別利用保育）

田
舎
暮
ら
し
は
憧
れ
…

で
も
や
っ
ぱ
り
働
き
た
い
！

「
ゆ
っ
た
り
流
れ
る
時
間
の
中
で
、
し

っ
か
り
子
ど
も
と
向
き
合
っ
て
丁
寧
に

子
育
て
が
し
た
い
」、「
子
ど
も
に
は
本

当
の
自
然
の
中
で
の
び
の
び
と
育
っ
て

欲
し
い
」、「
夫
婦
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
で
移

住
し
た
い
け
ど
、
在
宅
だ
と
保
育
園
は

や
っ
ぱ
り
不
利
な
の
か
な
」。

憧
れ
は
つ
き
な
い
け
れ
ど
、
母
だ
っ

て
や
っ
ぱ
り
働
き
た
い
！　

そ
れ
に
は

預
け
先
が
問
題
で
す
。「
大
町
市
の
保

活
っ
て
ど
う
な
っ
て
る
の
？
」
と
心
配

な
あ
な
た
に
朗
報
な
の
が
、
待
機
児
童

ゼ
ロ
（
令
和
２
年
４
月
現
在
）
と
い
う

大
町
市
の
現
状
。

７
カ
所
あ
る
保
育
園
だ
け
で
な
く
、

認
定
こ
ど
も
園
に
な
っ
て
い
る
私
立
幼

稚
園
も
３
園
あ
り
、
希
望
す
る
保
育
や

教
育
に
あ
わ
せ
て
選
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
さ
ら
に
は
野
外
保
育
を
行
な
っ
て

い
る
認
可
外
保
育
園
も
２
園
。
移
住
者

を
中
心
に
人
気
が
高
い
で
す
。

「
ど
こ
に
す
る
？
も
う
決
め
た
？
」

「
や
っ
ぱ
り
幼
稚
園
に
し
よ
う
か
な
…

働
く
か
ど
う
か
迷
っ
て
る
し
。
も
し
仕

事
決
ま
っ
て
も
、
そ
の
ま
ま
い
ら
れ
る

か
ら
」
毎
年
秋
ご
ろ
に
な
る
と
、あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
、
こ
ん
な
贅
沢
な
会
話
に

花
が
咲
き
ま
す
。
選
択
肢
が
多
い
の
は

良
い
事
で
す
。
あ
な
た
も
ぜ
ひ
、
大
町

市
で
「
保
活
」、始
め
て
見
ま
せ
ん
か
？

保
育
園
／
幼
稚
園

あ
な
た
は
ど
っ
ち
？
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屋外で自然に触れて活動することを大切にする保育スタイル。
長野県では「信州やまほいくの郷」として認定制度を設けて推
進しており、大町市の市立保育園はすべて認定園になっていま
す。そのほか認可外保育園の２園も認定を受けています。

❖野外保育❖

❖幼稚園・
　認定こども園❖

市内に３つある私立幼稚園は、すべて認定こ
ども園になっています。３園ともバス通園可。
それぞれ特徴ある教育方針で人気です。

一日の大半を大町の豊かな自然の中で過ごし、遊び、
暮らすことで自然にもまれ、子どもたちは豊かな発想、
強い心と体、慈しみの心を育みます。子どもたち一人
一人に寄り添い、『個』を大切にした保育を心がけ、
子どもの育ちを通じて関わる大人も育ちあえる場を目
指しています。

市街地にある「若一王子神社」のすぐ近くに立地。
普及型の「信州やまほいくの郷」認定園です。神社境
内を中心にした野外保育と、室内での活動をバランス
よく取り入れ、「こころ育て」を芯にすえた保育を行
っています。
※上記QRコードは Facebook ページへのリンクです。

りんどう幼稚園 ☎︎ 0261-23-2611

平地区の借馬にある「幼保連携型認定こども園」です。園近
くに子どもたちが育てる「ちびっこ農園」での畑活動や、地域
の人たちを講師に親子で学ぶ「ふれあい参観」、公民館に出向
いて交流するなど地域に根ざした幼児教育を行い、素直な子ど
もたちが育っています。

上記３園は、延長保育を市保育園と同等時間程度まで行っていて、保育料区分も同等です。

大町幼稚園 ☎︎ 0261-22-0604

キリスト教の精神を基盤とした幼児教育を行う幼稚園（幼保
連携型認定こども園）。JR 信濃大町駅との年間を通した交流や、
地域の人へ感謝を届ける活動を続け、思いやりある子どもたち
が育っています。子育て支援として、園開放「こひつじ広場」
や園庭開放、未就園児体操教室なども行っています。

こまくさ幼稚園 ☎︎ 0261-22-1134

大町市街地にある「幼稚園型認定こども園」です。田植えや
稲刈り、脱穀などを経験する米作りや、野菜作りを基にした食
育、また自分達で遊びを考え、深め、遊び込む中からの学びや
育ちを大事にする幼児教育に力を入れています。子育て支援と
して、未就園児親子教室、また園庭開放も行っています。

わっこひろば「宙
そら

」
☎︎ 0261-23-5711

野外保育　風の森
☎︎ 070-2838-2140

NPO法人キッズウィルが運営
する「キッズハウス」は、夜７時
まで預けられる学童保育と塾の
機能を備えた、お迎え＆おやつ
付きアフタースクール。多忙な
親御さんの要望に応えています。
また、キッズウィルは児童発
達支援と放課後デイサービスを
提供する児童通所支援事業所も
運営。障がいのあるお子さんの
自己実現に向けた支援を行って
います。

行政サービスの隙間にある
切実なサービス需要に応え

地域子育てを支援するNPO法人
☎︎0261-85-4055

http://kidswill.net
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子
ど
も
の
病
院
に
関
し
て
は
本
当
に

良
か
っ
た
よ
。
上
の
子
は
県
立
こ
ど
も

病
院
に
ず
い
ぶ
ん
お
世
話
に
な
っ
た
。

で
も
、
車
で
3０
分
ち
ょ
っ
と
だ
か
ら
す

ぐ
。
下
の
子
も
喘
息
が
あ
っ
た
か
ら
、

大
町
病
院
に
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
。
夜
と

か
救
急
で
行
っ
て
も
、
嫌
な
顔
さ
れ
た

覚
え
が
な
い
。
し
っ
か
り
目
を
見
て
話

し
て
く
れ
て
、
ち
ゃ
ん
と
患
者
と
し
て

扱
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
気
が
し
た
よ
。

場
所
に
よ
っ
て
は
事
務
的
に
パ
ッ
パ
と

済
ま
さ
れ
ち
ゃ
う
と
聞
く
け
れ
ど
、
そ

ん
な
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
な
。

道
が
空
い
て
い
る
か
ら
救
急
車
は
す

ぐ
来
て
く
れ
る
し
、
大
町
市
内
だ
っ
た

ら
ど
こ
で
も
車
で
3０
分
も
あ
れ
ば
病
院

ま
で
着
く
か
ら
助
か
る
よ
ね
。

１
人
目
の
子
ど
も
を
病
院
で
、
下
の

２
人
を
自
宅
で
産
み
ま
し
た
。
１
人
目

の
時
に
は
陣
痛
が
来
て
か
ら
車
で
移
動

し
た
り
、
歩
い
た
り
し
た
の
が
案
外
キ

ツ
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

自
宅
出
産
で
は
、
自
分
が
一
番
リ
ラ

ッ
ク
ス
で
き
る
環
境
で
家
族
に
ケ
ア
し

て
も
ら
い
な
が
ら
産
む
こ
と
が
で
き
、

無
理
す
る
こ
と
も
、
周
囲
に
気
遣
う
こ

と
も
な
く
、
自
然
に
お
産
に
集
中
し
て

楽
に
産
め
ま
し
た
。
経
過
す
る
陣
痛
な

ど
の
時
間
を
家
で
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
、

子
ど
も
が
産
ま
れ
る
そ
の
時
に
家
族
が

深
く
関
わ
れ
た
こ
と
で
、
家
族
み
ん
な

で
産
ん
だ
気
持
ち
に
な
れ
、
本
当
に
祝

福
さ
れ
た
幸
せ
な
お
産
が
で
き
ま
し
た
。

良
い
お
産
で
し
た
。

や
っ
ぱ
り
心
配
…

移
住
先
の
医
療
機
関
は
要
確
認
。

田
舎
暮
ら
し
で
心
配
な
こ
と
の
ひ
と
つ

に
、
医
療
機
関
の
充
実
度
が
あ
り
ま
す
。

特
に
子
育
て
家
庭
な
ら〝
な
お
さ
ら
〟で
す
。

「
い
ざ
と
い
う
時
」の
た
め
の
施
設
は
、
前

も
っ
て
確
認
し
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

大
町
市
は
小
さ
な
市
な
が
ら
、
信
濃
大

町
駅
近
く
に
は
「
市
立
大
町
総
合
病
院
」

が
あ
り
、
市
街
地
を
中
心
に
歯
科
や
内
科
、

眼
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
整
形
外
科
な
ど
の

小
さ
な
ク
リ
ニ
ッ
ク
も
充
実
。
池
田
町
に

は
「
北
ア
ル
プ
ス
医
療
セ
ン
タ
ー
あ
づ
み

病
院
」、
安
曇
野
市
に
「
安
曇
野
赤
十
字
病

院
」、「
穂
高
病
院
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
高
度
医
療
の
拠
点
と
し
て
「
長
野

県
立
こ
ど
も
病
院
」（
安
曇
野
市
）
と
「
信

州
大
学
医
学
部
附
属
病
院
」（
松
本
市
）
と

の
連
携
体
勢
も
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。

産
婦
人
科
は
、
大
町
総
合
病
院
の
ほ
か
、

近
隣
の
穂
高
病
院
や
長
野
市
・
松
本
市
の

病
院
を
利
用
す
る
マ
マ
さ
ん
も
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
移
住
者
を
中
心
に
自
宅
出
産

を
選
択
す
る
方
も
い
ま
す
。

市
で
は
、
保
健
師
、
保
育
士
、
助
産
師

が
常
駐
し
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
妊

娠
・
出
産
・
子
育
て
に
関
す
る
総
合
相
談

窓
口
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

『
あ
お
ぞ
ら
』」
も
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
内

に
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
相
談

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
小
さ
な

集
ま
り
な
ど
を
開
い
て
子
育
て
マ
マ
や
女

性
た
ち
を
応
援
し
て
い
る
の
も
心
強
い
こ

と
。
さ
あ
、
あ
な
た
も
〝
お
お
ま
ち
子
育

て
〟
し
て
み
ま
せ
ん
か
？　

市立大町総合病院
☎︎ 0261-22-0415

　12 診療科、199 床を有し、周辺市町村
（大北地域）の基幹病院として、大北地域
では唯一分娩可能な病院です。24 時間体
制で救急疾患に対応するとともに、療養病
棟、訪問看護ステーションや、介護老人保
健施設を併設するなどして地域に密着した
医療を提供しています。また、信州大学附
属病院の協力病院として、あらゆる疾患に
幅広く対応することに努めています。

https://www.omachi-hospital.jp/

北アルプス平日夜間小児科・内科急病センター
☎︎ 0261-26-6199

　文化会館の隣「フレンド・プラザ大町」内
にあります。仕事終わりや夜間の子どもの
不調時などに便利です。
■月〜土曜日　午後７時〜午後９時
（受付は午後６時30分〜午後８時45分）
休診：日曜日、祝祭日、お盆（8/13〜16）、
　　　年末年始（12/29 〜 1/3）

中央保健センター
☎︎ 0261-23-4400
子育て世代包括支援センター「あおぞら」
☎︎ 0261-85-8022

　乳幼児健診、離乳食教室、育児相談など
を実施しています。予防接種は市内などの
委託した医療機関で受けます。また、中央
保健センター内には子育て世代包括支援セ
ンター｢あおぞら｣があり、妊娠・出産・育児
など様々な相談にのってくれたり、サービ
スや事業などの情報提供も行っています。

出張専門助産院「ふーみん」
☎︎ 0261-23-0015（出産取扱いなし）

　市内の助産院では、妊娠 ･ 出産の各種相
談 ･ ケアを行っています。近隣のお産を取
り扱う助産院については、（一社）長野県助
産師会のサイトなどでご確認ください。

of5599@ra2.so-net.ne.jp
http://sky.geocities.jp/nagano_mw/

児童センター
☎︎ 0261-22-0741

　子育て家庭のための施設。年末年始以外
の毎日、市内の 18 歳未満の子供が学習や
遊びの場として利用できます。また、①大
町西小学校の児童クラブ、②子どもとママ
たちで賑わう「子育て支援センター」（保育
士が常駐し産後や育児の相談にも対応）、
③会員登録した支援会員が自宅での一時預
かりや送迎などを担う「ファミリーサポー
トセンター」事務局、なども併設しています。

女性健康支援 SANBA の会
☎︎ 0261-23-0308

　助産師や看護師、保育士で作るボランテ
ィア団体。赤ちゃんや妊婦さん、ママ、更年
期〜高齢女性までの健康支援をしようと、
市総合福祉センターなどで定期的に講座を
開いています。マタニティヨガやベビービ
クス、ベビーマッサージ、子育てサロンな
どは、ママさんたちで賑わいます。

sanba308@ra2.so-net.ne.jp

医療・出産・産後ケア

自宅出産したＴさんに聞きました！平地区に住むＹさんに聞きました！

安
曇
野
市
の

穂
高
病
院
と

提
携
す
る
同
市
内
の
助
産
院
を
利
用
し
自
宅
出
産
！

う
ち
の
場
合
の

話
だ
け
ど
ね
。
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０歳

１歳

２歳

 ３歳

４歳

５歳

小学生

中学生

高校生

大学生
短　大
専門学校

出産前

（令和２年度現在）

子
ど
も
医
療
費
助
成　
高
校
３
年
生
ま
で
医
療
費
自
己
負
担
分
助
成

就学援助制度
（対象世帯のみ）

児
童
手
当（
所
得
制
限
あ
り
）

所
得
に
応
じ
た
保
育
料
減
免　

更
に

保
育
料
無
料　

出産祝い金

子育て応援

入学お祝い

大町市奨学金（貸与型）
15,000 円以内／月

大町市奨学金（貸与型・給付型）
30,000 円以内／月

第１子…５万円
第２子…８万円
第３子…10万円

こんにちは赤ちゃん

民生児童委員がプレ
ゼントを持って訪問

木のぬくもりプレゼント

１歳６か月健診時に県産材の
つみきをプレゼント

セカンドブックプレゼント

３歳児世帯に
「地域商品券」
３万円分贈呈

７歳児世帯に
「地域商品券」
３万円分贈呈

ブックスタート

４か月児健診で
絵本をプレゼント

特別児童扶養手当

２0歳未満で障害のある
児童を監護している父
母または養育に支給

児童扶養手当

18歳になる年の年度末ま
での児童の監護している
ひとり親家庭等に支給

お問合せ先
健診・訪問・相談全般 
中央保健センター☎0２61-２3-4400
保育料、子育て支援制度・手当全般 
子育て支援課☎0２61-２２-04２0 内線 68２、757
子ども医療費、県民交通災害共済関係 
市民課 ☎0２61-２２-04２0 内線 435、463
学校、就学援助、奨学金関係 
学校教育課 ☎0２61-２２-04２0 内線 611、61２

未満児の受入れは
概ね６か月から

２
人
同
時
入
所
２
人
目
半
額

３
人
同
時
入
所
３
人
目
無
料

※子育て支援策の詳細は以下をご参照ください。
　 大町市 HP「子育て・教育」

自園・自校給食

細かなアレルギー対応

不妊・不育症治療助成

子育て支援情報
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小　 学　 校

大町西小学校

大町岳陽高校

大町北小学校

美麻小中学校

大町南小学校

大町東小学校
八坂小学校

保　 育　 園

みあさ保育園

しらかば保育園

かえで保育園（休園中）

はなのき保育園

くるみ保育園

あすなろ保育園

どんぐり保育園

たけのこ保育園
文

文

文

文

文

文

文

文

文

文

幼

幼

幼

保

保

保

保

保

保

保

保

保

保

支

支

◉

幼　 稚　 園

りんどう幼稚園

こまくさ幼稚園

大町幼稚園

認可外保育園

風
の
森

わっこひろば宙

中　 学　 校

高　等　学　校

大型スーパー

大型スーパー

大型スーパー

大型スーパー

大型スーパー

第一中学校

仁科台中学校
八坂中学校

公園・公共施設

大町市役所

大町山岳博物館

大町公園

雇用促進住宅

社公民館・市民俗資料館

長野県山岳総合センター

平公民館・女性未来館

ゆーぷる木崎湖

総合体育館

市体育協会
運動公園

市立大町総合病院

八坂支所

美麻支所

美麻情報センター

市立図書館

大
町
エ
ネ
ル
ギ
ー
博
物
館

至
黒
部
ダ
ム

至
鹿
島
槍
ス
キ
ー
場

至
長
野
市

至
白
馬
村

至
高
瀬
ダ
ム

至
大
町
ダ
ム

至
国
道
19
号

至松川村 至安曇野市・松本市 至池田町

児童センター併設

東小児童センター併設

南小児童センター併設

児童センター併設

北小児童センター併設

西小児童センター併設

凡
　例

児童センター

西公園

大町文化会館

北アルプス平日夜間小児科・内科急病センター

中央保健センター総合福祉センター

アルプス囲碁村会館

北アルプス地域振興局（県合同庁舎）

文化公園

国営アルプスあづみの公園

やしろ公園

青島公園

常盤公民館

ふれあいプラザ

信
濃
常
盤

南
大
町

信
濃
大
町

北
大
町

信
濃
木
崎

147

147

148
31

51

306

306

至仁科三湖・白馬村・小谷村

お問合せは　大町市定住促進協働会議　http://iju-omachi.jp
事務局：〒 398-8601　大町市大町 3887 大町市まちづくり交流課定住促進係
TEL：0261-21-1210（直通）　0261-22-0420（代表｜内線 531・532）

FAX：0261-23-4304　E-mail：teijuu@city.omachi.nagano.jp
大町市公式 HP もチェック　http://www.city.omachi.nagano.jp/teiju/

大
町
市

子
育
て
関
連
施
設
マ
ッ
プ

医療機関の一覧は下記の
ホームページでご確認を。

大町市
医療機関一覧

大町市
歯科医療機関一覧

大町山岳博物館友の会
入館が無料になり、会
員限定の自然観察サー
クル活動に参加できる。

毎週土曜日に囲碁教室

少年少女発明クラブ
６月〜11月にエネ博で
開催。科学工作や実験
など。小４〜中３対象。

フォーマルハウト
エネ博友の会。天体
観測や星空祭りの開
催を行う。

グリーンボウル
文化会館の東側にあ
るスケートボード場

屋内ボルダリング壁
山岳総合センター内
にあり一般利用可能。

人工岩壁
運動公園内南側にあ
る山岳総合センター
管理の本格的な人工
岸壁。利用にはクラ
イミングパスが必要。

国営公園
１年間有効で全国の
国営公園で使える年
間パスがお得。公園
では年間通して各種
体験教室を開催。
本格的なマウンテン
バイクパークもあり。
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